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一
、
は
じ
め
に

筆
者
は
、
こ
こ
数
年
来
形
式
名
詞
を
和
化
漢
文
の
語
彙
・
語
法
・
文
体
な
ど
の
解
明
に
繋
が
る
重
要
な
手
掛
か
り
と
し
て
位
置
づ
け
、
主

と
し
て
和
化
漢
文
・
正
格
漢
文
・
和
文
・
和
漢
混
清
文
諸
資
料
に
お
け
る
所
用
の
形
式
名
詞
の
種
類
と
出
現
率
、
及
び
意
味
用
法
の
消
長
に

（1）

着
目
し
、
適
時
的
・
共
時
的
に
分
析
・
検
討
を
加
え
て
卑
見
を
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
は
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ト
キ
」
「
ホ
ド
」
　
の

三
語
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
「
サ
キ
」
「
ツ
イ
デ
」
「
ノ
チ
」
に
つ
い
て
は
意
味
用
法
が
大
幅
に
異
な
る
こ
と
を
主
な
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ま
で



詳
細
に
論
ず
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
た
だ
、
従
前
の
調
査
の
過
程
で
、
否
定
辞
を
伴
う
用
法
を
有
す
る
時
の
形
式
名
詞
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ウ
チ
」

「
コ
ロ
」
「
サ
キ
」
「
ト
キ
」
「
ノ
チ
」
「
ホ
ド
」
「
マ
」
「
ヲ
リ
」
九
語
の
う
ち
、
否
定
辞
を
伴
う
割
合
が
格
段
に
高
い
の
が
「
サ
キ
」
で
あ
る

と
い
う
知
見
を
得
た
。
例
え
ば
、
大
部
な
『
今
昔
物
語
集
』
を
サ
ン
プ
ル
に
す
る
な
ら
ば
、
「
ア
ヒ
ダ
」
全
八
四
一
例
中
∵
七
例
（
二
・
〇
％
）

「
ト
キ
」
全
八
〇
〇
例
中
一
九
例
（
二
・
四
％
）
「
ノ
チ
」
全
有
＝
六
例
中
二
例
（
〇
・
二
％
）
「
ホ
ド
」
全
一
二
九
九
例
中
五
〇
例
（
三
・
八
％
）

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
サ
キ
」
は
全
三
〇
例
中
二
七
例
（
九
〇
％
）
な
の
で
あ
る
。
語
に
よ
っ
て
母
数
に
多
寡
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
割
合

の
較
差
に
は
看
過
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
改
め
て
時
の
形
式
名
詞
「
サ
キ
（
前
垂
」
（
「
イ
ゼ
ン
（
以
前
）
」
を
含
む
）
を

取
り
上
げ
、
と
り
わ
け
和
化
漢
文
正
格
漢
文
資
料
に
お
け
る
使
用
状
況
の
分
析
を
通
し
て
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
以
前
」

の
特
殊
性
に
つ
い
て
憶
説
を
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
問
題
一
つ
を
と
っ
て
も
、
本
来
な
ら
ば
否
定
辞
と
総
て
の
時
の
形
式
名
詞
と

の
関
係
を
捉
え
直
す
必
要
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
用
意
も
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
煩
境
に
亘
る
論
述
と
大
幅
な
紙
幅
の
増
加
と

を
勘
案
し
た
結
果
、
今
般
は
や
む
を
得
ず
か
か
る
極
め
て
限
定
的
な
取
り
上
げ
方
を
し
た
次
第
で
あ
る
。

（2）

な
お
、
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
諸
氏
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
種
々
論
じ
ら
れ
て
来
た
．
。
こ
の
構
文
が
、
先
行
す

る
語
の
動
作
性
を
否
定
辞
に
よ
っ
て
打
ち
消
し
、
そ
の
動
作
を
行
わ
な
い
こ
と
を
明
示
し
な
が
ら
、
更
に
「
サ
キ
」
を
承
接
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
れ
よ
り
も
時
間
的
に
前
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
い
う
、
論
理
性
か
ら
言
え
ば
一
瞥
し
て
極
め
て
非
論
理
的
な
構
文
だ
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
標
題
に
「
で
き
な
い
前
」
「
し
な
い
前
」
「
焼
け
な
い
前
」
な
ど
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
所

謂
現
代
語
の
否
定
辞
「
ナ
イ
」
と
形
式
名
詞
「
マ
エ
」
と
の
関
係
を
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
折
角
『
萬
葉
集
』
『
源
氏
物
語
』
や

ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
に
同
様
の
構
文
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
結
果
的
に
は
現
代
語
に
偏
っ
た
取
り
上
げ
方
に
終

始
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
相
原
司
郎
氏
の
「
「
焼
け
な
い
前
」
と
「
焼
け
ぬ
先
」
と
」
は
、
こ
の
間
題
を
初
め
て
古
典
の
世

（3）

界
で
適
時
的
に
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
、
示
唆
に
富
む
労
作
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
が
、
「
マ
へ
（
マ
エ
）
」
と
「
サ
キ
」
と
の
意
味
用
法
上

の
相
補
関
係
に
注
目
し
た
関
係
上
、
取
り
扱
う
時
代
は
必
然
的
に
中
・
近
世
が
中
心
と
な
り
、
中
古
以
前
の
様
相
や
漢
文
系
資
料
の
状
況
に

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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つ
い
て
は
、
正
格
漢
文
に
つ
い
て
全
く
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
顕
著
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
尚
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
否
定

辞
「
ズ
」
「
ナ
イ
」
と
「
サ
キ
」
「
マ
へ
　
（
マ
エ
）
」
と
が
連
動
す
る
構
文
が
、
い
つ
如
何
な
る
要
因
で
成
立
し
た
の
か
と
い
う
問
題
も
、
確
か

に
興
味
惹
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
か
な
り
後
世
的
な
も
の
と
考
え
本
稿
で
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉

時
代
以
前
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
「
サ
キ
」
は
時
間
的
意
味
用
法
を
、
「
マ
ヘ
」
は
空
間
的
意
味
用
法
を
担
っ
て
い
た
の
が
一
般
で
あ
っ
て
、

（4）

少
な
く
と
も
否
定
辞
を
伴
う
「
マ
ヘ
」
　
の
確
例
は
全
く
看
取
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
新
潟
大
学
教
育
学
部
卒
業
生
稲
垣
加
奈

子
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
「
ナ
イ
」
と
「
マ
へ
」
と
の
組
合
せ
は
、
江
戸
初
期
の
『
雑
兵
物
語
』
に
唯
一
の
例
が
拾
わ
れ
る
も
の
の
こ
れ
は
孤
例

で
あ
っ
て
、
そ
の
後
は
長
く
管
見
に
入
ら
ず
、
近
代
に
至
っ
て
文
学
の
世
界
に
お
け
る
言
文
一
致
が
確
立
し
始
め
た
明
治
三
〇
年
代
の
末
頃
、

（5）

文
豪
夏
目
漱
石
あ
た
り
か
ら
現
れ
出
づ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

二
、
「
前
・
以
前
」
　
の
ヨ
ミ

と
こ
ろ
で
、
『
前
田
本
色
葉
字
類
抄
』
　
（
下
巻
・
サ
・
辞
字
門
）
　
に
、
「
サ
キ
」
　
の
全
丸
字
中
第
二
位
（
第
一
位
は
「
先
」
）
　
に
合
点
付
き
に
て
登

載
さ
れ
る
「
前
」
字
に
つ
い
て
は
、
次
例
の
如
き
訓
点
資
料
の
加
点
例
や
、

け

ノ

　

ラ

　

ー

廿

　

ア

ラ

グ

ユ

メ

ミ

ル

コ

ト

　

ミ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

チ

　

　

　

　

　

　

タ

リ

　

　

セ

ナ

カ

ニ

　

　

　

　

　

叫

列

　

　

　

　

レ

ニ

　

テ

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

ク

こ

ク

ト

，

①
未
レ
終
之
前
・
有
レ
夢
　
・
見
下
術
（
人
名
）
朱
－
衣
螺
－
髪
・
賛
（
去
濁
）
畢
敵
背
一
・
二
1
童
侍
（
平
濁
）
レ
之
・
昇
レ
空
（
去
）
而
西
－
北
高
逃
上

レ（
東
大
寺
図
書
館
蔵
華
厳
経
伝
記
、
巻
二
・
一
七
九
行
）

第
三
節
に
て
詳
述
す
る
、
和
化
漢
文
・
正
格
漢
文
・
和
文
・
和
漢
混
清
文
の
諸
資
料
に
看
取
さ
れ
る
否
定
辞
を
伴
う
構
文
に
徹
し
て
、
「
サ
キ
」

と
訓
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
よ
っ
て
和
化
漢
文
資
料
に
見
ら
れ
る
否
定
辞
「
未
」
字
を
伴
う
「
未
　
－
　
前
」
「
未
　
－
　
先
」
構
文
は
、

何
れ
も
「
イ
マ
ダ
ー
ザ
ル
　
ー
　
サ
キ
」
　
（
又
は
イ
マ
ダ
ー
ヌ
　
ー
　
サ
キ
）
　
の
如
く
に
訓
ま
れ
て
い
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

（6）

一
方
「
以
前
」
は
、
既
に
上
代
資
料
の
　
『
古
事
記
』
　
『
風
土
記
』
　
に
看
取
さ
れ
る
が
、

②
是
伊
耶
那
美
神
未
二
神
準
則
珊
所
レ
生
。
（
古
事
記
、
上
巻
・
一
〇
七
行
（
割
注
）
）



③
乃
、
到
二
国
連
神
山
三
通
二
其
子
汲
レ
水
、
声
遺
功
聞
、
即
発
船
遁
去
。
（
播
磨
国
風
土
記
、
餅
磨
郡
）

平
安
初
期
資
料
の
『
東
大
寺
諷
詞
文
稿
』
の
加
点
例
よ
り
、

～

ノ

　

　

け

睦

．

ト

　

　

　

　

　

　

　

ノ

チ

ハ

④
未
聞
法
以
前
如
夜
　
間
ッ
ル
法
以
後
如
暁
　
未
聞
法
以
前
如
酵
　
開
法
以
後
如
醒
サ
メ
（
三
六
三
行
）

古
く
は
「
前
」
「
先
」
字
同
様
に
、
二
合
し
て
「
サ
キ
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
、
形
式
名
詞
「
サ
キ
」
の
分
析
に
「
以

前
」
を
も
含
め
た
理
由
が
あ
る
。
た
だ
、
後
世
に
あ
っ
て
は
、

こ

　

　

ヨ

リ

L

倖

　

　

　

冒

、

リ

け

い

～

ケ

ム

　

　

　

　

　

　

　

セ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ウ

　

　

　

カ

ウ

ト

シ

テ

ワ

タ

リ

シ

ケ

リ

・

⑤
散
開
丁
月
己
」
削
・
平
月
巳
l
後
・
堅
（
平
）
永
（
平
）
積
（
入
）
－
雪
（
入
）
・
景
（
去
）
－
暗
（
上
）
禰
－
布
　
（
華
厳
経
伝
記
、
巻
一
・
三
六
三
行
）

シ

ロ

ク

　

　

シ

ロ

シ

の
よ
う
に
、
二
合
し
て
「
サ
キ
」
と
訓
読
（
訓
合
符
あ
り
）
す
る
例
も
僅
か
に
拾
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
大
略
は
、

レ

l

l

1

－

レ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

リ

⑥
是
以
－
前
有
二
七
－
虞
八
－
合
二
今
七
l
虞
九
－
合
　
（
同
、
巻
一
・
六
五
行
）

の
如
く
に
、
音
読
（
音
合
符
あ
り
）
し
て
「
イ
ゼ
ン
」
と
読
ま
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
和
文
資
料
で
は
あ
る
が
、
次
に
掲
げ
た
漢
字
表
記

例
（
用
例
⑦
）
と
平
仮
名
表
記
例
（
用
例
⑧
）
と
の
対
照
に
よ
っ
て
も
、
音
読
「
イ
ゼ
ン
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
⑦
こ
の
四
月
み
あ
れ
の
日
よ
り
て
を
の
は
じ
め
（
し
）
て
、
来
年
の
二
月
助
矧
に
つ
く
り
い
だ
さ
ゞ
覧
を
ば
、
（
梅
澤
本
栄
華
物
語
、
巻
二
・

一
八
丁
）

⑧
こ
の
と
の
は
、
や
が
て
八
月
よ
り
て
を
の
は
じ
め
せ
さ
せ
給
ひ
て
、
ら
い
ね
ん
の
四
月
高
官
叫
に
つ
く
り
い
づ
べ
き
よ
し
お
ほ
せ
た
ま
ひ

て
、
（
同
巻
二
二
二
七
丁
）

従
っ
て
、
和
化
漢
文
資
料
に
見
ら
れ
る
否
定
辞
「
未
」
字
を
伴
う
「
未
－
以
前
」
構
文
は
、
古
く
は
「
未
－
前
」
「
末
－
先
」
同
様
に

「
イ
マ
ダ
ー
ザ
ル
ー
サ
キ
」
（
又
は
イ
マ
ダ
ー
ヌ
ー
サ
キ
）
と
訓
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
遅
く
と
も
平
安
後
期
以
降
に
お
い
て
は
「
イ

マ
ダ
ー
ザ
ル
　
ー
　
イ
ゼ
ン
」
（
又
は
イ
マ
ダ
ー
ヌ
ー
ー
イ
ゼ
ン
）
の
如
く
に
、
「
未
1
前
」
構
文
と
は
区
別
さ
れ
た
読
み
が
付
与
さ
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
特
に
断
ら
な
か
っ
た
が
、
か
か
る
構
文
に
お
け
る
「
サ
キ
」
「
イ
ゼ
ン
」
の
直
後
に
は
、
助
詞
「
こ
」
を
読
み
添
え
る
ケ
ー
ス
が

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
に
つ
い
て

三
七
九
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三
八
〇

殆
ど
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
）

な
お
、
日
中
の
語
学
書
を
播
い
て
み
る
に
、
「
以
」
字
に
つ
い
て
は
、
清
の
劉
洪
『
助
字
辣
略
』
に
「
此
以
字
、
語
助
、
不
為
義
也
。
」
（
巻

三
）
と
あ
り
、
方
毅
『
詞
詮
』
　
に
「
陪
従
連
詞
　
下
接
『
往
』
『
来
』
『
上
』
『
下
』
『
東
』
『
西
』
『
南
』
『
北
』
諸
字
。
」
（
巻
七
）
と
説
明
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
両
書
に
「
以
前
」
に
関
す
る
記
述
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
唯
一
、
本
邦
江
戸
時
代
の
三
好
似
山
『
磨
益
助
語
群
集

例
』
　
に
「
以
前
」
「
己
前
」
が
看
取
さ
れ
た
が
、
漢
籍
の
用
例
を
一
例
ず
つ
掲
載
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
、
『
日
本
霊
異
記
』
訓
釈
に
「
以
来
（
コ
ノ
カ
タ
）
」
「
以
遠
（
コ
ノ
カ
タ
）
」
と
あ
り
、
『
前
田
本
色
葉
字
類
抄
』
　
に
「
以
往
（
イ
ワ
ウ
・

ア
ナ
タ
・
イ
ニ
シ
へ
・
サ
キ
ッ
カ
タ
）
」
「
以
来
（
イ
ラ
イ
・
コ
ノ
カ
タ
）
」
「
以
降
（
イ
カ
ウ
・
コ
ノ
カ
タ
）
」
「
以
還
（
コ
ノ
カ
タ
）
」
、
『
観
智
院
本
類

緊
名
義
抄
』
に
「
以
往
（
ア
ナ
タ
・
イ
ニ
シ
へ
・
ヲ
ツ
カ
タ
）
」
「
巳
往
（
サ
キ
）
」
「
以
後
（
ノ
チ
）
」
「
以
上
（
カ
ム
ツ
カ
タ
）
」
「
以
下
（
シ
モ
ツ
カ

タ
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
字
書
等
の
記
載
の
中
に
、
い
く
つ
か
の
「
以
」
字
を
前
接
す
る
熟
字
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
肝

心
の
「
以
前
」
に
つ
い
て
は
全
く
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。
「
以
来
」
「
以
降
」
な
ど
と
比
し
て
、
常
套
句
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
殆
ど
な
い

（
後
述
）
　
「
以
前
」
　
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
特
別
な
注
意
が
払
わ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ニ
「
諸
資
料
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」

そ
こ
で
、
ま
ず
諸
資
料
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
（
「
イ
ゼ
ン
」
を
含
む
）
の
出
現
状
況
を
概
観
す
べ
く
、
和
化
漢
文
資
料
と
し
て

『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
風
土
記
』
『
続
日
本
紀
』
『
日
本
霊
異
記
』
『
令
集
解
』
『
貞
信
公
記
』
『
将
門
記
』
『
尾
張
国
解
文
』
『
御
堂
関
白
記
』

『
高
山
寺
本
古
往
来
』
『
注
好
選
』
　
の
一
二
資
料
、
正
格
漢
文
資
料
と
し
て
『
妾
氏
春
秋
』
『
港
南
子
』
『
燕
丹
子
』
『
儀
礼
』
『
公
羊
伝
』
『
孝

経
』
『
孔
子
家
語
』
『
呉
越
春
秋
』
『
穀
梁
伝
』
『
爾
雅
』
『
史
記
』
『
周
礼
』
『
春
秋
左
伝
』
『
説
苑
』
『
山
海
経
』
『
戦
国
策
』
『
白
虎
通
』
『
文
子
』

『
穆
天
子
伝
』
『
孟
子
』
『
毛
詩
』
『
文
選
』
『
礼
記
』
『
呂
氏
春
秋
』
『
論
語
』
　
の
漢
籍
二
五
資
料
と
、
『
華
厳
経
伝
記
』
『
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師

伝
』
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
仏
書
三
資
料
、
和
文
資
料
と
し
て
『
萬
葉
集
』
『
竹
取
物
語
』
『
土
左
日
記
』
『
伊
勢
物
語
』
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
『
落



窪
物
語
』
『
平
仲
物
語
』
『
購
輪
日
記
』
『
大
和
物
語
』
『
和
泉
式
部
日
記
』
『
枕
草
子
』
『
堤
中
納
言
物
語
』
『
更
級
日
記
』
『
茎
物
語
』
『
と
は
ず

が
た
り
』
の
〓
皐
資
料
、
和
漢
混
清
文
資
料
と
し
て
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
『
古
本
説
話
集
』
『
打
開
集
』
『
三
教
指
帰
注
』
『
明
恵
上
人
夢
記
』

『
方
丈
記
』
『
発
心
集
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
『
宝
物
集
』
『
保
元
物
語
』
『
平
治
物
語
』
『
却
療
忘
記
』
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
『
十
訓
抄
』
『
光
言

句
義
釈
聴
集
記
』
『
歎
異
抄
』
『
観
智
院
本
三
宝
給
』
『
覚
一
本
平
家
物
語
』
『
義
経
記
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
の
二
〇
資
料
を
取
り
上
げ
て
用

例
を
採
取
し
、
分
析
を
行
っ
た
。
抽
出
の
基
準
・
方
法
は
旧
稿
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ズ
（
ア
ラ
ズ
）
・
ナ
シ
な
ど
否
定
辞
の
連

体
形
＋
［
之
］
＋
形
式
名
詞
＋
（
助
詞
ニ
・
ハ
・
ニ
ハ
・
主
語
に
立
た
な
い
ハ
な
ど
）
」
（
助
字
「
之
」
や
助
詞
「
こ
」
の
有
無
、
助
詞
の
種
類
は
特
に

問
わ
な
い
）
の
構
文
に
し
て
、
必
ず
連
用
修
飾
句
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
形
式
名
詞
か
ら
用
言
や
「
以
」
字
に
返
読
す
る
構
文
に
用
い

ら
れ
て
い
る
も
の
は
除
外
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
（
表
I
V
か
ら
〈
表
Ⅴ
〉
ま
で
の
、
五
つ
の
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』

に
つ
い
て
は
、
巻
毎
の
状
況
を
明
示
す
る
た
め
に
、
他
の
和
漢
混
清
文
資
料
〈
表
Ⅳ
〉
と
は
別
仕
立
て
の
表
と
し
た
。
そ
の
際
、
「
前
」
「
先
」

「
以
前
」
「
サ
キ
」
「
さ
き
」
な
ど
表
記
が
異
な
る
も
の
も
、
と
り
あ
え
ず
総
て
「
サ
キ
」
と
し
て
ま
と
め
て
示
し
、
そ
の
内
部
を
構
文
・
表

記
別
に
パ
タ
ー
ン
化
し
て
表
示
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
表
中
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
内
に
は
、
最
上
部
に
右
述
の
条
件
に
叶
う
「
サ
キ
」
の
全

用
例
数
、
否
定
辞
を
伴
う
用
例
が
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
直
下
に
構
文
・
表
記
の
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
用
例
数
を
掲
げ
た
。
括
弧
で
括
っ

た
数
値
は
、
「
サ
キ
」
の
全
用
例
数
に
占
め
る
否
定
辞
を
伴
う
用
例
数
の
割
合
を
、
百
分
率
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
資

料
に
「
以
前
（
巳
前
）
」
が
看
取
さ
れ
る
場
合
に
は
、
如
何
な
る
意
味
用
法
で
あ
っ
て
も
、
枠
の
最
下
部
に
そ
の
用
例
数
を
示
し
た
。
例
え
ば
、

『
古
事
記
』
の
場
合
は
「
サ
キ
」
が
一
例
存
し
、
そ
の
一
例
は
否
定
辞
「
未
」
を
伴
っ
て
「
未
－
以
前
」
の
構
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
（
「
サ
キ
」
の
否
定
辞
を
伴
う
割
合
は
一
〇
〇
％
）
、
ま
た
「
以
前
」
は
全
部
で
八
例
拾
わ
れ
る
も
の
の
、
右
述
の
一
例
を
除
い
て
先
の
条
件
に

は
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
次
の
諸
点
が
判
明
し
た
。

（
1
）
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
サ
キ
」
は
、
『
尾
張
国
解
文
』
を
除
く
〓
資
料
に
拾
わ
れ
、
こ
の
う
ち
『
日
本
霊
異
記
』
『
将
門
記
』
の
二
資

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
に
つ
い
て
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料
を
除
く
九
資
料
か
ら
否
定
辞
を
伴
う
用
法
が
看
取
さ
れ
た
。
こ
の
用
法
の
「
サ
キ
」
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
『
古
事
記
』
　
（
一
〇
〇

％
）
　
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
　
二
〇
〇
％
）
　
『
注
好
選
』
　
（
六
六
・
七
％
）
に
お
い
て
高
く
、
『
日
本
書
紀
』
　
（
二
〇
％
）
　
『
続
日
本
紀
』
　
（
一
六
・

七
％
）
に
お
い
て
低
い
よ
う
で
あ
る
。
『
風
土
記
』
　
（
五
〇
％
）
　
『
令
集
解
』
　
（
四
二
・
四
％
）
　
『
貞
信
公
記
』
　
（
四
二
七
％
）
　
『
御
堂
関
自
記
』

（
三
七
・
五
％
）
　
は
中
間
的
数
値
を
示
し
て
い
る
。
正
格
漢
文
的
な
性
格
が
強
い
資
料
に
は
、
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
が
認
め
ら
れ

な
い
か
、
あ
る
い
は
極
め
て
低
率
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
以
前
（
巳
前
）
」
は
『
注
好
選
』
を
除
く
〓
資
料
に
看
取
さ
れ
た
。

所
用
の
構
文
は
、
所
謂
再
読
字
で
あ
る
「
未
」
と
「
以
前
」
と
が
連
動
す
る
「
未
　
－
　
以
前
」
構
文
が
中
心
を
成
し
、
次
い
で
「
末
」

と
「
前
」
と
が
連
動
す
る
「
禾
l
l
つ
l
前
」
構
文
が
広
く
行
わ
れ
、
「
未
」
と
「
先
」
と
が
連
動
す
る
「
未
　
－
　
先
」
構
文
が
上
代
資
料

の
『
日
本
書
紀
』
に
、
「
無
（
充
）
」
．
と
「
以
前
」
と
が
連
動
す
る
「
無
（
元
）
　
－
　
以
前
」
構
文
が
院
政
時
代
の
『
高
山
寺
本
古
往
来
』

に
認
め
ら
れ
た
。

（
2
）
正
格
漢
文
に
お
け
る
「
サ
キ
」
は
、
調
査
し
た
二
八
資
料
中
『
史
記
』
　
『
説
苑
』
　
『
文
選
』
　
『
三
蔵
法
師
伝
』
　
『
華
厳
経
伝
記
』
の
五
資
料

を
除
き
、
実
に
二
三
資
料
か
ら
全
く
看
取
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
五
資
料
に
お
い
て
も
、
「
未
　
－
　
前
」
構
文
が
そ
れ
ぞ
れ
一
、
二
例

拾
わ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
は
正
格
漢
文
で
は
概
し
て
一
般
的
な
用
法
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
五
資
料
の
内
訳
に
つ
い
て
見
る
と
、
漢
籍
系
資
料
が
二
五
資
料
中
の
三
資
料
（
一
二
％
）
、
仏
典
系
資
料
が
三
資
料
中
の
二
資
料

（
六
六
・
七
％
）
　
で
あ
っ
て
、
漢
籍
系
資
料
に
お
い
て
は
極
め
て
僅
少
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
仏
典
系
資
料
で
は
（
現
時
点
で
は
調
査
資

料
が
不
足
す
る
も
の
の
）
和
化
漢
文
資
料
（
七
五
％
）
に
匹
敵
す
る
確
率
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
想
像
の
域
を
出
な
い
こ
と

で
は
あ
る
が
、
『
史
記
』
『
説
苑
』
以
外
は
比
較
的
後
代
の
資
料
で
あ
る
の
で
、
か
か
る
構
文
は
も
と
も
と
中
国
語
文
に
は
確
固
と
し
て

存
在
し
て
い
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
あ
る
い
は
南
北
朝
時
代
あ
た
り
か
ら
仏
典
の
漢
訳
な
ど
に
際
し
て
生
じ
た
、
比
較
的
新
し
い

語
法
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。
細
部
に
つ
い
て
は
爾
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
否
定
辞
を
伴
う
用
法
の
「
サ
キ
」
全
体
に
占
め

る
割
合
は
、
『
文
選
』
　
（
五
〇
％
）
　
『
華
厳
経
伝
記
』
　
（
五
〇
％
）
　
『
説
苑
』
　
（
三
三
・
三
％
）
　
『
三
蔵
法
師
伝
』
　
（
二
八
・
六
％
）
　
『
史
記
』
　
（
八
・



三
％
）
で
あ
っ
て
、
『
史
記
』
を
除
け
ば
中
間
的
数
値
を
示
し
て
い
る
。
「
以
前
（
巳
前
）
」
は
、
『
周
礼
』
『
史
記
』
『
戦
国
策
』
『
呉
越
春

秋
』
『
文
選
』
『
三
蔵
法
師
伝
』
『
華
厳
経
伝
記
』
の
七
資
料
に
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
≡
資
料
に
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
こ

の
語
も
亦
正
格
漢
文
で
は
一
般
的
な
用
語
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
、
「
未
－
前
」
構
文
が
看
取
さ
れ
た
五
資
料

総
て
に
「
以
前
（
巳
前
）
」
が
使
用
さ
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
末
」
字
と
「
以
前
」
と
が
連
動
す
る
構
文
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

よ
り
す
れ
ば
、
和
化
漢
文
に
多
用
さ
れ
る
「
未
－
以
前
」
構
文
は
、
少
な
く
と
も
正
格
漢
文
か
ら
直
接
出
た
も
の
で
は
な
く
、
主
と

し
て
仏
典
系
正
格
漢
文
の
「
未
－
前
」
構
文
に
倣
っ
て
案
出
さ
れ
た
、
和
化
漢
文
独
自
の
構
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
従
っ
て
、

『
高
山
寺
本
古
往
来
』
に
看
取
さ
れ
た
「
無
（
元
）
　
－
以
前
」
構
文
が
、
和
化
漢
文
独
自
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
を
侯
た
な
い
。

（
3
）
和
文
に
お
い
て
は
、
一
五
資
料
中
『
竹
取
物
語
』
『
伊
勢
物
語
』
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
『
更
級
日
記
』
『
董
物
語
』
の
五
資
料
を
除
く
、

一
〇
資
料
に
お
い
て
「
サ
キ
」
が
看
取
さ
れ
た
。
否
定
辞
を
伴
う
用
法
に
つ
い
て
は
、
「
い
ま
だ
1
ず
－
さ
き
」
「
ま
だ
－
ず
ー
さ

き
」
「
不
1
前
」
「
不
1
先
」
「
ず
ー
先
」
「
ず
ー
さ
き
」
の
如
き
六
種
類
の
パ
タ
ー
ン
が
、
「
サ
キ
」
の
看
取
さ
れ
る
一
〇
資

料
総
て
に
認
め
ら
れ
た
。
し
か
も
、
こ
の
用
法
の
「
サ
キ
」
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
『
和
泉
式
部
日
記
』
（
五
〇
％
）
以
外
は
総
て
一

〇
〇
％
で
あ
っ
た
。
（
表
Ⅲ
）
の
注
1
・
4
・
7
に
示
し
た
よ
う
に
、
否
定
辞
「
ズ
」
と
「
サ
キ
」
と
が
連
動
し
な
が
ら
、
連
用
修
飾

句
を
構
成
し
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
例
外
と
し
た
用
例
を
加
算
す
る
と
、
五
〇
％
の
割
合
と
し
た
『
和
泉
式
部
日
記
』
も
一
〇
〇

％
と
な
り
、
別
に
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
『
更
級
日
記
』
も
亦
、
一
〇
〇
％
の
資
料
と
し
て
計
上
で
き
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

ナ
ニ
セ
ム
ニ
　
　
イ
ノ
チ

和
文
資
料
に
お
け
る
「
サ
キ
」
は
必
ず
否
定
辞
「
ズ
」
を
伴
う
形
で
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
萬
葉
集
』

ツ

ギ

ケ

ム

　

ワ

ギ

モ

コ

こ

　

㌍

コ

ヒ

け

筐

　

シ

サ

マ

シ

俺

ノ

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ヂ

ヲ

シ

ノ

ビ

　

バ

ヂ

ヲ

モ

ダ

シ

テ

　

緒

琵

モ

　

梧

㌍

催
ケ
上
　
部
艇
。
覇
レ
恋
前
－
輿
、
、
．
財
己
（
巻
二
・
二
三
七
七
番
）
や
「
辱
尾
翠
l
　
辱
尾
黙
　
無
レ
事
　
物
不
レ
言
先
丹
　
我
者
将

ヨ
H
ノ
レ
依
」
（
巻
一
六
・
三
七
九
五
番
）
の
如
く
、
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
が
認
め
ら
れ
て
以
来
、
和
文
に
お
い
て
は
そ
の
後
も
言
わ
ば
満
遍

な
く
拾
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
日
本
語
文
の
中
に
非
論
理
性
を
畢
む
か
か
る
構
文
が
、
も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
和
文
に
お
い
て
も
、
和
化
漢
文
や
正
格
漢
文
に
用
い
ら
れ
る
「
未
－
前
」
構
文
に
直
接
す
る
と
見
ら
れ

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
に
つ
い
て

に
「
何
為
　
命

イ
ハ
け
匝
こ
　
　
ワ
レ
ハ
　
ナ
ム

三
八
五
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る
「
い
ま
だ
－
ず
　
－
　
さ
き
」
構
文
が
、
平
安
後
期
以
降
の
『
堤
中
納
言
物
語
』
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
認
め
ら
れ
、
こ
れ
が
正
に
再

（7）

読
字
「
未
」
の
再
読
訓
法
「
イ
マ
ダ
　
ー
ズ
」
が
一
般
化
す
る
時
期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
こ
に
和
文
資
料
へ
の
漢
文
訓

読
語
の
影
響
（
間
接
的
か
）
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
上
代
に
お
い
て
正
格
漢
文
の
「
未
－
前
」
構

文
を
訓
読
す
る
過
程
で
、
『
萬
葉
集
』
の
「
不
－
前
」
「
不
1
先
」
構
文
や
、
和
文
資
料
の
「
ず
　
－
　
さ
き
」
構
文
が
発
生
し
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
も
強
ち
に
否
定
で
き
な
い
が
、
も
し
仮
に
し
か
り
と
す
れ
ば
、
『
萬
葉
集
』
に
「
未
1
前
」
構
文
が
拾

わ
れ
た
り
、
和
文
資
料
に
否
定
辞
を
伴
わ
な
い
「
い
ま
だ
　
－
　
さ
き
」
の
如
き
構
文
が
看
取
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
や
は
り
日
本
語
文
に
は
元
来
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
が
存
在
し
て
お
り
、
和
化
漢
文
に
お
い
て
（
正
格
漢
文
の
「
未
－

前
」
構
文
を
参
看
し
っ
つ
）
新
た
に
「
末
　
－
　
以
前
」
「
無
1
以
前
」
な
ど
の
構
文
を
案
出
し
や
す
い
土
壌
が
、
既
に
し
て
醸
成
さ
れ

て
い
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

（
4
）
和
漢
混
清
文
に
お
い
て
は
、
全
二
〇
資
料
中
『
古
本
説
話
集
』
『
方
丈
記
』
『
宝
物
集
』
『
平
治
物
語
』
『
却
療
忘
記
』
の
五
資
料
を
除
く

一
五
資
料
に
「
サ
キ
」
が
看
取
さ
れ
た
。
否
定
辞
を
伴
＞
ュ
用
法
は
、
多
様
な
表
記
形
態
も
手
伝
っ
て
「
未
1
以
前
」
「
未
　
－
　
前
」

「
未
　
－
　
先
」
「
末
－
不
1
前
」
「
未
－
ズ
　
ー
　
先
」
「
イ
マ
ダ
ー
ズ
　
ー
　
前
」
「
イ
マ
ダ
ー
ズ
　
ー
　
サ
キ
」
「
い
ま
だ
－
ず
1
さ
き
」

「
不
－
前
」
「
不
－
先
」
「
ズ
　
ー
前
」
「
ズ
　
ー
先
」
「
ず
ー
先
」
「
ズ
　
ー
　
サ
キ
」
「
ず
ー
　
さ
き
」
の
如
き
、
実
に
一
五
種
類

の
パ
タ
ー
ン
が
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
以
外
の
一
四
資
料
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
。
否
定
辞
を
伴
う
用
法
の
「
サ
キ
」
全
体
に
占
め
る

割
合
は
、
『
打
開
集
』
『
三
教
指
帰
注
』
『
明
恵
上
人
夢
記
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
『
歎
異

抄
』
の
七
資
料
が
和
文
資
料
同
様
一
〇
〇
％
を
占
め
、
次
い
で
『
今
昔
物
語
集
』
（
九
三
・
三
％
）
『
十
訓
抄
』
（
八
八
・
九
％
）
に
お
い

て
高
率
で
あ
っ
た
。
『
義
経
記
』
（
五
八
・
八
％
）
『
覚
一
本
平
家
物
語
』
（
五
三
・
八
％
）
『
保
元
物
語
』
（
五
〇
％
）
『
発
心
集
』
（
四
〇
％
）

は
、
中
間
的
数
値
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
（
表
Ⅳ
）
の
注
1
に
示
し
た
例
外
と
し
て
処
理
し
た
用
例
を
加
算
す
る
と
、
『
古
本
説
話
集
』

も
一
〇
〇
％
の
割
合
と
な
る
。
以
上
を
要
す
る
に
、
和
漢
混
清
文
資
料
に
は
漠
文
系
の
「
未
　
－
　
前
」
構
文
と
和
文
系
の
「
ず
　
ー
　
さ



き
」
構
文
と
が
二
つ
な
が
ら
に
存
し
、
正
に
和
漢
の
混
清
す
る
様
相
を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
の

か
か
る
構
文
に
お
け
る
「
末
」
字
を
前
接
す
る
割
合
を
部
立
て
毎
に
比
較
し
て
み
る
と
、
天
竺
部
（
六
六
・
七
％
）
震
旦
部
（
五
〇
％
）

本
朝
仏
法
部
（
六
六
・
七
％
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
朝
世
俗
部
は
二
二
・
三
％
で
あ
る
こ
と
に
顕
著
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
否
定

辞
「
未
」
も
し
く
は
「
イ
マ
ダ
ー
ズ
」
の
呼
応
は
、
比
較
的
漢
文
訓
読
や
和
化
漢
文
の
影
響
が
色
濃
い
と
目
さ
れ
る
資
料
に
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
就
中
、
和
化
漢
文
に
お
い
て
の
み
看
取
さ
れ
る
「
未
－
以
前
」
構
文
が
『
明
恵
上
人
夢
記
』
に
一
例
拾
わ
れ

る
の
は
、
当
資
料
、
ひ
い
て
は
和
漢
混
清
文
資
料
と
和
化
漢
文
資
料
と
の
、
語
彙
・
語
法
・
文
体
的
な
関
係
の
近
さ
と
深
さ
と
を
如
実

に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
『
平
安
遺
文
』
に
お
け
る
「
前
・
以
前
」

I
　
構
文
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
こ
ろ
で
、
前
節
に
お
い
て
は
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
は
、
和
化
漢
文
に
し
か
看
取
さ
れ
ず
、
従
っ
て
和
化
漢

文
独
自
の
構
文
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
「
未
1
以
前
」
構
文
が
中
心
で
は
あ
る
も
の
の
、
一
方
で
正
格
漢
文
に
存
す
る
「
未
－

前
」
構
文
も
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
次
に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
に
よ
っ
て
「
未
－
以
前
」
「
未
－
前
」
「
無
－
以
前
」
三
種
の
構
文
を
拾
う
こ
と
が
で
き
た
『
平

（8）

安
遺
文
』
を
取
り
上
げ
、
「
前
」
と
「
以
前
」
、
「
未
－
前
」
と
「
未
－
以
前
」
の
用
法
上
の
相
違
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
構
文
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
た
だ
、
前
節
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
は
、
既
述
の
如
く
か
な
り
厳
密
な
ハ
ー
ド
ル
を
設
け
て
形
式

名
詞
の
抽
出
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
節
に
お
い
て
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
事
例
に
基
づ
い
て
分
析
す
る
意
図
に
立
ち
、
こ
れ
ま
で
は
例

外
と
し
て
捨
象
し
た
連
用
修
飾
句
を
構
成
し
な
い
も
の
や
、
形
式
名
詞
か
ら
用
言
や
「
以
」
字
に
返
読
す
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
「
以
前
五
箇
條
起
請
如
件
」
の
如
く
に
、
古
文
書
類
（
勅
や
太
政
官
符
な
ど
）
に
お
い
て
、
事
書
の
次
行
の
書
き

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
に
つ
い
て
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（
表
Ⅵ
）
構
文
か
ら
見
た
「
前
」
「
以
前
」

三
八
八

型字単

未
＿
未
＿
未
＿
不
＿
不
＿

無
⊥以

皿
巳
皿

‾ー一ー一二 前［之 削

．3日

0ノ

日H 一一一一一一 ］ 以
前

前

3

［之
］
前

7

［之
］
先

3

前［之
］
前

2

前 4前

自 自白従従
後

・
以

以
後

巳
後
［之
］

二

＿

後［之
］

表「
l
＿

二

＿

ニー
＿

二

＿以以 後後
［

後
［Q

ノ2

後

1

後

128

4

′00037

之
］
後

4

之
］
後

1

後

l
以
降

63

】
巳
降

4

l
［之
］以
降

4

日
一「

一以
降

49

以
降

自 自
＿ 以

来
以
来

巳
来

二 】

0

ノ
′h）
∠U

‾以
来

34

家

2

l
以
還

以
還

l
以
往

76

日
二」

以
往

7

以
往



－
以
後
－
以
前
　
2

未
二
」
以
前
　
　
5

未
一
］
［
之
］
以
前
1

不
二
」
以
前
　
　
9

不
一
1
二
之
］
以
前
2

無
一
「
一
以
前
　
　
4

無
二
」
［
之
］
以
前
1

※
そ
の
他

以
前
2
1
9
・
巳
前
　
2

※
自
今
以
後

自
l
「
七
後

※
自
今
巳
後

従
二
」
以
後

※
従
今
以
後

従
一
「
一
己
後

ー
以
後
－
以
往

※
自
爾
以
降

自
二
」
［
之
］
以
降
3

従
二
」
以
降
　
　
1
3

※
従
爾
以
降
　
　
2

ー
以
降
－
以
往

※
自
爾
以
来

自
一
「
一
己
来

従
二
」
以
来

従
一
「
一
己
来

－
以
来
－
以
往

従
一
「
l
以
往

於
一
「
一
以
往

l

－
以
後
－
以
往

－
以
降
－
以
往

－
以
来
－
以
往

※
「
自
今
以
後
」
「
自
今
巳
後
」
「
従
今
以
後
」
「
自
爾
以
降
」
「
従
爾
以
降
」
「
自
爾
以
来
」
は
、
す
べ
て
直
前
に
掲
げ
る
構
文
の
内
数
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
に
つ
い
て

三
八
九
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三
九
〇

出
し
に
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
る
文
言
で
あ
る
、
「
右
（
云
々
）
」
と
類
義
の
「
以
前
」
二
一
九
例
「
巳
前
」
二
例
は
除
外
し
て
あ
る
（
次
表
に
お

い
て
は
「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
）
。
な
お
、
「
前
」
「
以
前
」
の
構
文
的
環
境
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
た
め
に
、
類
似
し
た
語
構
成
を
有
し
、
古
字

書
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
「
以
後
」
「
以
降
」
「
以
来
」
「
以
還
」
「
以
往
」
の
五
語
に
つ
い
て
も
併
せ
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
（
表

Ⅵ
）
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
本
表
は
「
以
」
字
を
前
接
さ
せ
な
い
「
前
」
「
後
」
な
ど
を
単
字
型
と
し
、
「
以
前
」
「
以
後
」
な
ど
を
熟
字

型
と
し
て
分
け
、
更
に
「
前
」
「
以
前
」
「
後
」
「
以
後
」
な
ど
の
直
前
に
訓
読
さ
れ
る
助
字
（
「
未
」
「
自
」
「
従
」
な
ど
）
．
の
種
別
と
、
和
化
漢

文
に
お
い
て
は
連
体
格
助
詞
「
ノ
」
と
訓
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
主
と
し
て
連
体
修
飾
句
を
構
成
す
る
こ
と
を
表
す
助
字
「
之
」
の
有
無
に

注
目
し
て
作
成
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
単
字
型
で
は
「
以
降
」
「
以
還
」
「
以
往
」
各
語
に
「
降
」
「
還
」
「
往
」
な
ど
の
単
独
例
が
な
く
、
ま
た
「
以
来
」

に
つ
い
て
も
「
来
」
単
独
の
も
の
は
僅
か
に
二
例
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
単
字
型
と
し
て
頻
用
さ
れ
た
も
の
は
「
前
（
サ
キ
）
」
「
後
（
ノ

チ
）
」
二
語
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
後
者
の
用
例
数
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
一
方
熟
字
型
で
は
、
孤
例
の
「
以
還
」
を
除
く
「
以
前
」
「
以

後
」
「
以
降
」
「
以
来
」
「
以
往
」
の
五
語
に
つ
い
て
相
当
数
の
用
例
が
看
取
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
前
・
以
前
」
「
後
・
以
後
」
は
単
字

型
・
熟
字
型
何
れ
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
が
、
「
以
降
」
「
以
来
」
「
以
還
」
「
以
往
」
は
基
本
的
に
は
熟
字
型
に
て
使
用
さ
れ
る
用
語
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
た
め
に
先
述
の
如
く
古
字
書
に
も
和
訓
訓
み
・
字
音
読
み
を
併
載
さ
れ
易
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
直
前
に
訓
読
さ
れ
る
助
字
の
種
別
に
つ
い
て
見
る
と
、
「
後
・
以
後
」
「
以
降
」
「
以
来
」
「
以
往
」
に
は
「
自
」
「
従
」
「
於
」
の
よ

う
に
、
助
詞
「
ヨ
リ
」
と
訓
ま
れ
る
（
あ
る
い
は
読
み
添
え
ら
れ
る
）
助
字
が
多
数
看
取
さ
れ
、
中
で
も
「
以
後
」
「
以
降
」
「
以
来
」
に
は
、

「
自
今
以
後
」
（
一
二
〇
例
）
「
自
今
巳
後
」
（
九
例
）
「
従
今
以
後
」
（
四
例
）
「
自
爾
以
降
」
（
三
七
例
）
「
従
爾
以
降
」
（
二
例
）
、
「
自
爾
以
来
」
（
一

六
例
）
の
如
く
に
、
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
常
套
句
的
な
構
文
が
正
に
頻
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
前
・
以
前
」
に
は
「
自
」

「
従
」
「
於
」
は
皆
無
で
あ
っ
て
、
専
ら
否
定
辞
「
未
」
「
不
」
「
無
」
が
前
接
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
語
法
的
あ
る
い
は
意
味
用
法
的
に

見
て
、
「
前
・
以
前
」
の
直
前
に
「
ヨ
リ
」
を
読
み
添
え
る
割
合
が
、
「
以
後
」
「
以
降
」
「
以
来
」
に
比
し
て
格
段
に
低
か
っ
た
こ
と
を
表
し



（9）

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
前
田
本
色
葉
芋
類
抄
』
〒
巻
・
サ
・
畳
字
門
）
に
「
サ
キ
ッ
カ
タ
」
、
『
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
』
（
仏
上
・
三

七
）
に
「
サ
キ
」
と
あ
る
「
以
往
（
巳
往
）
」
は
、
「
以
前
」
と
類
義
関
係
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
自
」
「
従
」
「
於
」
が
看

取
さ
れ
る
上
に
否
定
辞
が
全
く
存
し
な
い
如
く
、
「
以
前
」
と
は
意
味
用
法
上
明
ら
か
な
相
違
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
お
よ
そ
「
○

○
よ
り
ノ
チ
△
△
よ
り
マ
エ
」
の
意
を
表
し
、
前
後
の
時
間
を
指
示
し
っ
つ
、
あ
る
時
間
的
な
範
囲
を
限
定
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
、
対

句
的
構
文
の
「
1
以
後
1
以
前
」
「
－
以
後
－
以
往
」
「
－
以
降
－
以
往
」
「
－
以
来
－
以
往
」
に
お
け
る
語
句
の
組
合
せ

に
よ
れ
ば
、
「
1
以
後
1
以
前
」
と
「
1
以
後
1
以
往
」
と
の
関
係
か
ら
、
「
以
前
」
は
「
以
後
」
を
媒
介
と
し
て
間
接
的
に
「
以

往
」
と
の
繋
が
り
を
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
以
往
」
が
「
以
後
」
「
以
降
」
「
以
来
」
の
何
れ
も
と
対
を
成
す
の
に
対
し
て
、

「
以
前
」
は
僅
か
に
「
以
後
」
と
の
み
対
応
す
る
よ
う
に
、
や
は
り
も
っ
と
限
定
的
な
意
味
用
法
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
の
で

（10）
あ
る
。ま
た
、
当
該
構
文
に
お
い
て
連
体
修
飾
句
を
構
成
す
る
助
字
「
之
」
の
有
無
を
観
察
す
る
と
、
「
以
来
」
「
以
遠
」
「
以
往
」
に
は
こ
れ
が
皆

無
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
前
・
以
前
」
「
後
・
以
後
」
「
以
降
」
に
つ
い
て
は
相
当
数
が
認
め
ら
れ
た
。
筆
者
は
、
こ
の
「
之
」
字
こ
そ
形
式

名
詞
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、
最
も
端
的
な
指
標
の
如
く
に
考
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
り
と
す
れ
ば
「
之
」
字
の
使
用
さ
れ
る
割
合

か
ら
推
し
て
、
単
字
型
の
「
前
」
「
後
」
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
熟
字
型
の
「
以
前
」
「
以
後
」
「
以
降
」
も
亦
、
や

は
り
形
式
名
詞
に
準
ず
る
用
語
と
し
て
、
当
代
人
に
意
識
さ
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
就
中
、
否
定
辞
を
伴
う
「
以
前
」
に
つ
い

て
そ
の
傾
向
が
強
く
、
単
独
の
「
前
」
に
比
較
的
近
い
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
同
一

文
書
の
近
接
す
る
部
分
に
お
い
て
、
類
似
の
文
脈
「
年
月
ヲ
積
マ
ザ
ル
以
前
」
「
数
年
ヲ
積
マ
ザ
ル
前
」
の
中
で
使
用
さ
れ
る
「
前
」
「
以
前
」

が
指
摘
で
き
る
こ
と
（
用
例
⑨
、
但
し
、
本
例
に
助
字
「
之
」
は
介
在
し
な
い
）
に
よ
っ
て
、
容
易
に
窺
い
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
マ
マ
）

⑨
自
余
庄
庄
加
納
隆
俊
年
来
不
申
出
、
経
両
年
了
者
、
不
積
年
月
嘲
師
、
早
早
可
礼
返
副
置
御
者
、
為
大
仏
原
御
勤
也
、
設
錐
被
立
新
庄
、

何
抜
取
本
免
、
可
被
加
新
庄
哉
、
況
不
階
新
庄
者
、
為
大
仏
御
有
損
、
為
威
儀
御
又
売
益
、
老
少
不
定
、
遥
因
・
隆
俊
存
日
不
積
数
年
珂

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

被
礼
返
副
置
者
、
将
仰
憲
法
之
貴
、
（
東
大
寺
堂
司
道
困
申
文
案
、
応
保
二
年
八
二
六
二
）
閏
二
月
二
一
日
）

（11）

し
か
し
な
が
ら
、
否
定
辞
を
伴
わ
な
い
単
字
型
（
「
－
前
」
「
－
　
［
之
］
前
」
）
と
熟
字
型
（
「
－
以
前
」
「
－
己
前
」
）
に
限
り
、
「
前
」

「
以
前
」
の
連
体
修
飾
語
（
直
前
に
訓
読
さ
れ
る
語
）
の
品
詞
に
着
目
し
て
分
析
し
て
み
る
と
、
名
詞
の
占
め
る
割
合
が
単
字
型
で
は
全
五
例

中
二
例
（
四
〇
％
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
熟
字
型
に
お
い
て
は
全
九
四
例
中
八
〇
例
（
八
五
・
一
％
）
で
あ
る
よ
う
に
、
圧
倒
的
に
熟
字
型

に
お
け
る
割
合
が
高
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
熟
字
「
以
前
」
の
方
が
「
前
」
単
独
よ
り
も
名
詞
接
続
の
職
能
を
よ
り
強
く
担
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
同
様
に
名
詞
接
続
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
単
字
型
が
、

⑩
三
日
之
珊
申
送
政
所
、
（
天
台
座
主
艮
源
起
請
、
天
禄
元
年
八
九
七
〇
）
七
月
一
六
日
）

⑪
三
年
珂
不
可
有
相
違
、
有
若
相
違
半
、
可
弁
者
也
、
（
下
道
延
貞
子
戸
主
売
券
、
承
安
四
年
八
二
七
四
）
二
月
二
日
）

の
よ
う
に
、
大
略
現
在
と
い
う
時
点
か
ら
「
三
日
」
な
い
し
は
「
三
年
」
と
い
う
期
間
を
経
た
前
の
時
点
へ
と
、
一
足
飛
び
に
遡
ら
せ
る
際

に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
熟
字
型
の
方
は
、

⑫
来
年
四
月
副
珊
奉
写
畢
、
即
奉
上
、
不
敢
損
失
、
（
黄
澄
書
状
、
弘
仁
三
年
八
八
三
二
〇
月
二
六
日
）

⑬
今
月
廿
八
日
甜
交
易
進
上
、
用
途
有
限
、
不
得
開
怠
、
（
官
宣
旨
案
、
嘉
承
二
年
八
二
〇
七
二
二
月
）

⑭
養
母
以
今
年
七
月
十
一
日
死
去
巳
了
、
而
間
、
養
母
副
珊
彼
男
死
去
、
（
大
和
国
大
式
荘
田
堵
秦
正
友
解
、
天
治
二
年
八
二
二
五
）
八
月
二
九

日
）

⑮
此
旨
去
比
御
進
発
助
副
仰
置
之
□
右
兵
衛
督
（
平
信
範
書
状
案
、
仁
安
二
年
八
二
六
七
）
）

の
如
く
、
過
去
へ
遡
及
す
る
基
点
と
な
る
「
来
年
四
月
」
「
今
月
廿
八
日
」
と
い
う
具
体
的
な
年
月
日
や
、
あ
る
時
点
で
行
わ
れ
る
「
養
母
（
が

死
去
す
る
）
」
「
御
進
発
（
す
る
）
」
な
ど
と
い
う
行
為
を
明
示
し
て
、
そ
れ
よ
り
も
以
前
で
あ
る
こ
と
を
表
す
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

言
わ
ば
、
単
字
型
の
前
に
は
「
期
間
」
が
、
熟
字
型
の
前
に
は
「
時
点
」
が
提
示
さ
れ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
「
前
」
と
「
以
前
」
と

の
、
そ
も
そ
も
の
意
味
用
法
上
の
差
違
を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
違
い
を
生
み
出
し
て
い
る
要
因
は
、
『
助
字
舛
略
』



に
「
不
為
義
也
」
と
説
明
さ
れ
、
従
来
等
閑
視
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
助
字
「
以
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

Ⅱ
　
「
無
仰
以
前
」
　
の
分
布

さ
て
、
第
三
節
に
取
り
上
げ
た
諸
資
料
の
中
で
、
院
政
時
代
の
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
に
、
他
資
料
に
は
一
例
も
そ
の
例
を
見
な
か
っ
た

「
無
（
元
）
　
－
以
前
」
構
文
が
看
取
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
資
料
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
以
前
」
は
、
和
化
漢
文
で
は
一
般
で
あ
る

「
未
－
以
前
」
構
文
の
一
例
（
用
例
⑰
）
を
除
き
、
全
四
例
中
三
例
ま
で
が
こ
の
構
文
な
の
で
あ
る
。
何
れ
も
「
無
（
元
）
仰
以
前
」
の
如

き
定
型
表
現
で
あ
っ
た
。

、

Y

カ

レ

ト

モ

、

ノ

匝

　

　

l

L

ト

バ

ン

　

キ

ウ

　

　

ノ

ク

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

こ

　

こ

　

タ

リ

⑩
然
而
無
仰
・
以
前
班
＝
－
給
一
両
駈
（
去
）
使
・
並
所
部
下
人
等
尭
l
畢
（
二
八
行
）

タ

メ

ニ

エ

ム

カ

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

シ

ヨ

、

♭

イ

タ

ラ

ー

．

．

1

ト

　

　

テ

　

　

フ

　

　

ノ

　

　

二

⑰
為
三
弁
二
　
名
分
之
公
華
御
書
未
到
一
以
前
巳
以
参
l
府
如
此
之
虞
（
五
一
行
）

⑩
禦
フ
嘉
仰
臥
讐
餐
少
酌
y
一
軋
三
心
宗
こ
乳
二
虞
傘
（
二
三
〇
行
）

ル

ヲ

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

k

　

　

－

巨

　

こ

　

シ

⑩
然
所
被
仰
一
御
祈
願
之
事
元
仰
一
以
前
更
元
解
恵
一
（
二
九
五
行
）

そ
こ
で
、
本
項
で
は
こ
の
些
か
奇
異
と
も
言
え
る
「
無
－
以
前
」
構
文
が
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
過
程
で
生
ず
る
に
至
っ
た
か
と
い
う

問
題
を
中
心
に
据
え
、
前
項
に
取
り
上
げ
た
「
前
」
「
以
前
」
に
関
す
る
総
て
の
構
文
の
成
立
・
展
開
に
つ
い
て
、
適
時
的
に
跡
付
け
を
行
っ

て
み
る
こ
と
に
し
た
。
資
料
は
同
様
に
『
平
安
遺
文
』
を
用
い
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
未
－
　
［
之
］
前
」
「
未
1
以
前
」
の
二
構
文
が
、
既
に
平
安
初
期
の
九
世
紀
か
ら
拾
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

⑳
従
衆
落
還
来
、
先
洗
浴
、
経
五
箇
目
方
人
望
、
末
洗
沐
之
珂
当
於
礼
堂
修
行
而
巳
、
（
禅
林
寺
式
、
貞
観
一
〇
年
八
八
六
八
二
月
）

⑳
而
今
或
仏
弟
子
等
、
子
至
長
打
畢
法
事
創
、
都
不
上
堂
、
事
之
中
間
僅
参
、
末
責
以
前
即
却
、
又
至
於
唄
散
・
諷
諦
之
節
、
（
同
右
）

右
の
如
く
、
同
一
資
料
『
禅
林
寺
式
』
内
に
、
否
定
辞
「
未
」
か
ら
助
字
「
之
」
を
介
し
て
単
字
型
の
「
前
」
に
承
接
す
る
も
の
と
、
助
字

「
之
」
を
介
さ
ず
に
熟
字
型
の
「
以
前
」
に
承
接
す
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
二
様
の
構
文
が
和
化
漢
文
の
基
本
的
な
構
文
の
如

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
に
つ
い
て
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三
九
四

く
に
考
え
ら
れ
る
。
正
格
漢
文
に
僅
か
な
が
ら
も
看
取
さ
れ
た
「
未
　
－
　
前
」
構
文
は
、
一
〇
世
紀
中
葉
の
『
天
台
座
主
良
源
遺
告
』
（
天
禄

三
年
八
九
七
二
）
）
が
初
出
で
あ
っ
て
、
和
化
漢
文
側
に
は
長
く
浸
透
し
な
か
っ
た
構
文
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
和
化
漢
文
に
お
い
て
は
、

空
間
的
意
味
用
法
を
表
す
「
マ
ヘ
」
と
区
別
す
る
た
め
に
、
こ
れ
と
紛
れ
や
す
い
単
字
型
の
「
前
」
に
は
助
字
「
之
」
を
付
加
し
た
り
、
よ

り
明
確
に
時
間
的
意
味
用
法
を
指
し
示
す
、
熟
字
型
の
「
以
前
」
を
「
サ
キ
」
と
し
て
採
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
じ
頃

『
清
胤
王
書
状
』
（
康
保
三
年
八
九
六
六
）
）
に
「
無
　
－
　
以
前
」
構
文
が
拾
わ
れ
た
。
二
世
紀
に
入
る
と
、
『
山
城
国
乙
訓
郡
司
解
』
（
長
久

四
年
八
一
〇
四
三
）
）
か
ら
「
無
　
－
　
前
」
構
文
、
『
官
宣
旨
案
』
（
承
保
三
年
八
一
〇
七
六
）
）
か
ら
「
末
　
－
　
［
之
］
先
」
構
文
、
『
若
狭
守
護
原

通
宗
解
』
（
永
保
元
年
八
一
〇
八
D
）
か
ら
「
末
　
－
　
［
之
］
以
前
」
構
文
、
『
伊
勢
国
司
解
』
（
永
保
三
年
八
一
〇
八
三
）
）
か
ら
「
不
　
－
　
以
前
」

構
文
、
『
鴨
御
祖
大
神
宮
申
状
案
』
（
寛
治
四
年
八
一
〇
九
〇
）
）
か
ら
「
不
　
－
　
［
之
］
前
」
構
文
が
認
め
ら
れ
、
更
に
一
二
世
紀
に
は
、
『
伊

賀
国
黒
田
荘
勘
柱
状
』
（
天
永
三
年
八
二
二
一
）
）
か
ら
「
無
　
－
　
［
之
］
以
前
」
構
文
、
『
大
和
国
日
代
下
知
状
案
』
（
平
治
元
年
八
二
五
九
）
）

か
ら
「
不
　
－
　
［
之
］
以
前
」
構
文
、
『
東
大
寺
堂
司
遥
因
申
文
案
』
（
応
保
二
年
八
二
六
二
）
）
か
ら
「
不
　
－
　
前
」
構
文
（
先
掲
用
例
⑨
）

が
看
取
さ
れ
る
に
至
る
。
概
し
て
時
代
が
降
る
に
従
っ
て
、
次
第
に
基
本
的
な
構
文
か
ら
外
れ
た
多
様
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
呈
す
る
よ

う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
大
局
的
に
見
る
と
、
（
A
）
上
代
資
料
の
『
古
事
記
』
『
風
土
記
』
か
ら
拾
わ
れ
る
「
末
　
－
　
以
前
」
構
文
に
、
そ
れ

ま
で
専
ら
単
字
型
の
「
前
」
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
た
助
字
「
之
」
が
介
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
安
後
期
末
頃
（
一
〇
八
一
年
）
に
「
未

1
［
之
］
以
前
」
構
文
が
成
立
し
、
こ
れ
以
後
熟
字
型
の
「
以
前
」
へ
の
助
字
「
之
」
の
介
入
が
顕
著
に
な
る
こ
と
、
（
B
）
そ
れ
ま
で
基

本
的
な
構
文
に
用
い
ら
れ
て
い
た
否
定
辞
「
未
」
字
で
は
な
く
、
「
不
」
字
と
「
以
前
」
と
が
連
動
す
る
「
不
　
－
　
以
前
」
構
文
が
同
時
期
（
一

〇
八
三
年
）
に
発
生
し
、
こ
れ
以
後
否
定
辞
「
不
」
を
伴
う
構
文
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
（
C
）
漸
増
す
る
時
間
的
意
味
用
法
を
表

す
「
前
（
マ
ヘ
）
」
と
の
弁
別
の
た
め
か
、
あ
る
い
は
次
第
に
多
様
化
す
る
「
以
前
（
イ
ゼ
ン
）
」
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
は

唯
一
上
代
資
料
の
『
日
本
書
紀
』
に
の
み
拾
わ
れ
た
「
未
　
－
　
［
之
］
先
」
構
文
が
、
や
は
り
こ
の
時
期
（
一
〇
七
六
年
）
か
ら
改
め
て
看
取

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
な
ど
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
何
れ
も
二
世
紀
に
重
大
な
構
文
上
の
変
容
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
徴
し
て
、



平
安
後
期
以
降
和
化
漢
文
資
料
に
対
し
て
、
他
位
相
の
言
語
資
料
（
特
に
和
文
資
料
）
か
ら
の
影
響
が
相
当
繁
く
あ
り
、
同
時
に
和
化
漢
文
資

料
内
部
に
お
け
る
独
自
の
変
容
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
如
く
に
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
問
題
の
「
無
　
－
　
以
前
」
構
文
と
類
似
の
「
無
　
－
　
前
」
「
無
　
－
　
［
之
］
以
前
」
構
文
は
、
右
述
の
よ
う
に
初
例
が
平
安
中
期
（
九

六
六
年
）
に
認
め
ら
れ
て
以
降
、
院
政
時
代
の
一
二
世
紀
中
葉
（
二
五
一
年
）
ま
で
散
見
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
殆
ど
は
、

⑳
件
屋
無
仰
以
前
、
申
事
由
修
理
進
、
因
之
以
去
夏
之
比
、
文
□
所
槍
皮
可
運
上
之
由
、
度
度
差
遣
使
者
、
即
可
上
之
由
申
諾
、
（
清
胤
王
書

状
、
康
保
三
年
八
九
六
六
）
九
月
一
日
）

⑳
右
、
去
年
十
二
月
四
日
御
下
文
同
廿
九
日
到
着
、
任
御
下
文
之
旨
、
住
人
等
各
企
加
作
動
者
、
於
兼
算
者
亦
御
庄
罷
預
之
後
、
無
仰
以
前

従
隣
国
浪
人
招
寄
候
之
処
、
弥
有
此
仰
者
、
（
越
後
国
石
井
荘
司
兼
算
解
、
天
喜
五
年
八
一
〇
五
七
）
二
月
二
日
）

⑳
忌
日
事
無
仰
以
前
、
所
令
沙
汰
候
也
、
僧
前
相
儲
候
、
講
師
可
話
中
室
伊
豆
竪
者
之
中
候
也
、
（
安
房
守
某
書
状
、
元
永
二
年
八
二
一
九
）

五
月
二
二
日
）

⑳
於
今
者
無
仰
以
前
、
作
進
京
都
、
於
□
悪
者
、
可
返
遣
之
由
、
兼
所
令
下
知
口
也
、
（
僧
定
寛
書
状
、
仁
平
元
年
八
二
五
一
）
）

の
よ
う
に
、
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
と
全
く
同
一
の
定
型
表
現
「
無
仰
以
前
」
で
あ
っ
て
、
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
の
か
か
る
表
現
の
出
自
が

同
時
代
の
古
文
書
類
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
『
平
安
遺
文
』
に
は
こ
の
表
現
が
な
か
な
か
定
着
し
切
ら

ず
、
か
な
り
の
期
間
動
揺
し
続
け
た
形
跡
が
窺
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

⑳
然
而
偏
依
怖
申
御
威
、
可
停
止
色
色
切
物
臨
時
雑
役
、
又
従
無
仰
前
、
専
無
切
充
公
物
、
（
山
城
国
乙
訓
郡
司
解
、
長
久
四
年
八
一
〇
四
三
）
一

二
月
二
八
日
）

の
如
く
、
構
文
は
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
熟
字
型
の
「
以
前
」
を
単
字
型
の
「
前
」
に
替
え
て
、
更
に
「
従
」
字
に
返
読
し
、
「
仰
せ
無
キ
前

ヨ
リ
」
と
訓
ま
せ
る
例
や
、

⑳
右
兼
仰
事
副
聞
、
錐
催
仰
、
去
年
進
故
内
膳
正
美
最
二
端
返
抄
不
下
給
之
由
、
申
□
□
□
吏
不
弁
申
侍
。
、
（
君
江
田
所
詩
文
、
長
元
五
年
八
一

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
に
つ
い
て
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〇
三
二
）
五
月
一
日
）

⑳
右
蒙
伸
助
珊
可
進
上
、
還
依
老
親
所
煩
遅
、
同
随
身
参
上
而
巳
、
（
同
右
）

⑳
仇
無
此
論
之
謝
、
連
載
三
箇
村
之
名
哉
、
（
伊
賀
国
黒
田
荘
勘
柱
状
、
天
永
三
年
八
二
一
二
）
九
月
）

⑳
抑
東
大
寺
御
封
事
、
候
補
同
事
候
、
然
而
不
蒙
仰
以
前
、
大
略
充
行
候
了
、
仇
可
令
成
進
見
下
鹿
宣
候
也
、
錐
似
背
仰
、
且
御
推
察
可
候
、

（
伊
辣
守
高
階
盛
章
書
状
、
久
安
四
年
八
二
四
八
）
四
月
一
七
日
）

⑪
於
高
野
伝
法
院
庄
領
者
、
兵
糧
米
井
雑
事
不
被
仰
下
之
副
矧
、
令
免
除
候
辛
、
（
紀
伊
国
守
護
豊
嶋
有
経
請
文
案
、
元
暦
元
年
八
二
八
四
）
八

月
二
九
日
）

の
よ
う
な
、
御
上
か
ら
の
「
仰
（
オ
ホ
セ
）
」
の
有
無
に
関
す
る
諸
例
の
存
在
で
あ
る
。
用
例
⑳
⑳
は
、
「
仰
せ
事
以
前
こ
」
「
仰
セ
ヲ
蒙
ル
以

前
ニ
」
と
訓
読
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
以
前
」
の
語
義
を
十
分
に
活
か
し
た
正
し
い
論
理
関
係
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
用
例
⑳
⑳

⑪
は
「
此
ノ
論
無
キ
以
前
ニ
」
「
仰
セ
ヲ
蒙
ラ
ザ
ル
以
前
ニ
」
「
仰
せ
下
サ
レ
ザ
ル
以
前
ニ
」
と
読
ま
れ
る
如
く
、
全
く
正
反
対
の
「
無
仰
以

前
」
同
様
の
非
論
理
的
関
係
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
事
実
関
係
は
全
く
同
一
で
あ
り
な
が
ら
、
一
方
は
否
定
辞
を
伴
い
、
他

方
は
伴
わ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
か
か
る
「
無
1
以
前
」
構
文
が
、
当
時
和
化
漢
文
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
て
い
た
、
否
定
辞

「
未
」
を
伴
う
「
未
－
以
前
」
「
未
－
　
［
之
］
前
」
構
文
の
形
態
と
そ
の
論
理
関
係
と
に
引
か
れ
て
、
こ
れ
を
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

新
た
に
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

五
、
む
す
び
に
代
え
て
　
ー
　
否
定
辞
を
伴
う
「
ホ
カ
」
　
－

と
こ
ろ
で
、
和
化
漢
文
資
料
に
お
い
て
は
、
あ
る
範
囲
の
外
側
の
部
分
を
表
す
形
式
名
詞
「
外
（
ホ
カ
）
」
に
、
「
サ
キ
」
同
様
に
否
定
辞
を

（12）

伴
う
、
一
見
し
て
非
論
理
的
な
用
法
が
看
取
さ
れ
る
。

⑳
大
炊
天
皇
之
世
、
天
平
賛
字
七
年
突
卯
冬
十
月
十
日
、
不
レ
慮
之
外
、
敢
其
妹
来
以
皮
檀
寄
レ
姉
而
往
之
。
（
日
本
霊
異
記
、
中
巻
・
四
二
緑
）



⑳
入
レ
海
沸
死
、
蓬
二
七
々
日
南
為
こ
賓
食
」
報
恩
既
畢
。
不
レ
思
之
外
、
何
活
還
来
。
（
同
、
下
巻
・
二
五
線
）

〉

〉

ル

　

．

1

ト

ニ

　

ノ

ニ

テ

ヲ

　

　

シ

テ

シ

ス

ル

⑭
我
不
計
乏
外
忽
連
峰
難
商
家
一
浮
義
元
蹄
所
一
（
観
智
院
本
注
好
選
、
上
巻
・
二
四
ウ
3
、
「
計
」
字
加
点
の
「
ル
」
は
本
来
「
不
」
字
右
傍

に
あ
る
べ
き
か
）

の
如
く
に
、
基
本
的
に
は
「
不
－
　
［
之
］
外
」
構
文
で
あ
っ
て
、
否
定
辞
「
不
」
を
伴
っ
て
「
思
ハ
ザ
ル
外
こ
」
な
ど
と
訓
読
さ
れ
る
に

（13）

も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
否
定
辞
を
伴
わ
な
い
「
思
ヒ
ノ
外
ニ
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
意
に
用
い
ら
れ
る
定
型
表
現
で
あ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、

（14）

正
格
漢
文
資
料
に
は
否
定
辞
を
伴
う
「
ホ
カ
」
は
な
く
、
従
っ
て
か
か
る
定
型
表
現
も
亦
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
最
後
に
こ
の
否
定
辞

を
伴
う
「
ホ
カ
」
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
構
文
の
成
立
・
展
開
を
概
観
し
て
み
た
い
。
但
し
、
詳
細
は
別
の
機
会
に
論
ず
る

所
存
で
あ
る
。

さ
て
、
『
平
安
遺
文
』
　
の
分
析
に
よ
れ
ば
、

⑮
而
間
以
去
廿
一
日
夜
、
不
慮
之
外
、
公
重
私
宅
強
盗
来
入
、
殺
害
己
畢
、
（
河
内
龍
泉
寺
資
材
帳
写
、
承
和
二
年
〈
八
四
三
〉
＝
月
二
六
日
）
）

⑳
右
件
所
領
、
従
馬
大
夫
実
遠
孫
女
房
之
手
買
得
、
無
他
妨
領
知
、
而
不
慮
之
外
身
受
重
病
、
数
年
之
間
悩
乱
、
（
大
法
師
某
処
分
状
、
承
暦
三

年
八
一
〇
七
九
）
一
〇
月
五
日
）

⑳
右
、
件
田
島
、
依
為
行
兼
相
博
之
私
領
、
所
課
進
賛
也
、
但
於
本
券
者
、
行
兼
之
舎
弟
之
僧
忠
範
二
預
置
テ
、
且
他
国
二
移
住
之
程
、
不

慮
之
州
二
件
僧
既
死
去
、
（
平
行
兼
私
領
譲
状
、
仁
平
二
年
八
二
五
二
）
三
月
八
日
）

の
よ
う
に
、
平
安
初
期
の
九
世
紀
以
来
、
平
安
時
代
を
通
じ
て
「
不
1
［
之
］
外
」
構
文
（
「
不
慮
之
外
」
中
心
）
が
満
遍
な
く
看
取
さ
れ
る

の
に
対
し
て
、
「
不
－
外
」
構
文
（
「
不
慮
外
」
中
心
）
が
一
般
的
に
な
る
の
は
、
か
な
り
遅
れ
て
〓
世
紀
末
の
『
栄
山
寺
別
嘗
実
経
置
文
』

（
承
徳
二
年
八
一
〇
九
八
）
）
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
の
で
、
否
定
辞
を
伴
う
「
ホ
カ
」
の
基
本
構
文
は
や
は
り
「
不
－
　
［
之
］
外
」
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
総
て
単
字
型
の
「
外
」
で
あ
っ
て
、
熟
字
型
の
「
以
外
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
全
く
な
い
。
助
字
「
之
」
を
介
在
さ
せ

る
割
合
は
、
否
定
辞
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
約
七
五
％
と
高
率
で
あ
る
た
め
、
「
ホ
カ
」
は
か
な
り
明
確
に
形
式
名
詞
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
に
つ
い
て

三
九
七
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も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
不
慮
之
外
」
「
不
慮
外
」
以
外
に
は
、
「
不
意
之
外
」
「
不
図
之
外
」
と
「
不
意
外
」
（
一
例
の
み
）
が
認
め
ら
れ
る
が
、

二
世
紀
初
頭
あ
た
り
か
ら
僅
か
に
拾
わ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
中
核
を
な
す
の
は
や
は
り
「
不
慮
之
外
」
な
の
で
あ
っ
て
、
否
定

辞
を
伴
う
「
ホ
カ
」
は
定
型
表
現
「
不
慮
之
外
」
か
ら
出
た
、
と
言
う
よ
り
「
不
慮
之
外
」
そ
の
も
の
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
前
節
ま
で
に
述
べ
た
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
が
、
結
果
的
に
は
様
々
な
構
文
を
有
す
る
に
至
る
の
に
比
し
て
、
「
ホ
カ
」
が
極
め
て

シ
ン
プ
ル
な
構
文
を
保
ち
続
け
た
理
由
は
、
「
サ
キ
」
に
は
そ
も
そ
も
訓
法
の
変
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
所
謂
再
読
字
の
「
未
」
字
が

用
い
ら
れ
て
お
り
、
加
え
て
単
字
型
の
「
前
」
と
熟
字
塾
の
「
以
前
」
が
併
用
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
ホ
カ
」
に
は
も
と
も
と
「
不
慮
之
外
」

表
現
よ
り
他
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
「
ホ
カ
」
両
語
の
言
語
的
環
境
が
大
き
く
相
違

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
「
不
慮
之
外
」
表
現
が
成
立
し
た
要
因
と
し
て
は
、
当
時
広
く
「
1
［
之
］
外
」
構
文
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
前
提
と
な
る
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

⑳
然
羽
風
之
間
同
天
永
三
年
九
月
廿
八
臥
詳
許
彼
保
焼
亡
、
（
平
資
孝
文
書
紛
失
状
、
永
久
三
年
二
一
一
五
〉
四
月
二
六
日
、
（
マ
マ
）
は
鈴
木

注
）

⑳
利
薗
以
去
九
日
成
時
許
、
放
火
狩
庭
大
野
虞
、
称
封
民
等
所
為
、
（
筑
前
国
観
世
音
寺
領
大
石
山
北
封
井
把
岐
荘
司
等
解
案
、
康
治
三
年
〈
二

四
四
）
正
月
一
一
日
）

⑳
若
至
干
末
代
、
錐
利
薗
之
争
論
出
来
、
全
不
可
令
承
引
、
（
度
合
神
主
某
譲
状
、
寿
永
元
年
八
二
八
二
二
一
日
二
九
日
）

⑪
右
以
今
年
十
一
月
廿
五
日
慮
外
災
火
出
、
七
間
二
面
瓦
茸
供
所
屋
焼
亡
之
次
、
槍
皮
葺
十
一
間
讐
子
倉
焼
亡
巳
了
、
（
造
東
寺
年
終
帳
、
長
保

二
年
八
一
〇
〇
〇
）
一
二
月
二
九
日
）

⑫
以
去
年
七
月
中
「
劇
州
為
敵
被
殺
害
也
、
（
多
武
峯
妙
楽
寺
解
、
治
安
四
年
八
一
〇
二
四
）
三
月
九
日
）

に
拾
わ
れ
る
、
「
不
慮
之
外
」
「
不
慮
外
」
同
様
に
、
主
に
不
都
合
な
こ
と
（
悪
事
）
が
出
来
し
た
際
に
使
用
さ
れ
る
、
「
不
慮
」
「
慮
外
」
二
語



（15）

の
影
響
が
色
濃
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
両
語
は
『
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』
に
も
「
不
慮
フ
リ
ヨ
」
（
黒
川
本
、
中
巻
・
フ
・
畳
字
門
）
、

「
慮
（
去
）
外
（
平
）
同
（
闘
乱
部
）
7
不
慮
詞
7
リ
ヨ
ク
ワ
イ
」
（
前
田
本
、
上
巻
・
リ
・
畳
字
門
）
の
如
く
に
登
載
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
「
不
慮
」
は
用

（16）

例
⑳
の
よ
う
に
、
全
二
〇
例
中
二
例
が
連
体
修
飾
句
を
構
成
し
て
お
り
、
助
字
「
之
」
を
介
し
て
形
式
名
詞
（
「
ア
ヒ
ダ
」
「
コ
ト
」
）
に
承
接

す
る
ケ
ー
ス
も
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
論
理
性
を
度
外
視
し
た
「
不
慮
之
外
」
が
図
ら
ず
も
生
み
出
さ
れ
る
条
件
は
、
既
に
十
二
分
に

整
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
一
二
世
紀
の
末
、
院
政
時
代
も
後
半
に
至
る
と
、
否
定
辞
を
伴
う
「
ホ
カ
」
に
も
上
記
定
型
表
現
以
外
の
様
々
な
タ
イ
プ
が
現
れ

て
く
る
。
初
出
は
用
例
⑬
の
『
鳥
羽
天
皇
宣
旨
案
』
（
保
元
三
年
八
二
五
八
）
）
で
あ
る
。

⑬
背
宣
旨
好
不
善
之
輩
、
不
経
奏
聞
之
州
、
不
及
私
力
臭
、
（
鳥
羽
天
皇
宣
旨
案
、
保
元
三
年
六
月
二
〇
日
）

㊨
寺
家
有
訴
之
時
、
別
富
触
示
長
者
、
随
彼
許
諾
、
所
司
等
相
共
令
開
検
封
、
不
廻
時
日
、
早
可
返
納
、
不
及
大
事
之
州
、
於
正
文
者
不
可

出
寺
門
、
令
書
案
分
、
宜
歴
沙
汰
也
、
（
大
和
国
栄
山
寺
文
書
奉
納
状
、
永
暦
元
年
八
二
六
〇
）
一
〇
月
二
〇
日
）

⑮
不
被
免
院
勘
之
州
、
一
期
之
間
、
不
可
出
山
内
云
〝
、
（
僧
文
覚
起
請
文
、
元
暦
二
年
八
二
八
五
）
正
月
一
九
日
）

⑯
右
、
非
寺
大
事
之
州
、
任
私
心
不
可
住
衆
落
也
、
但
自
身
有
大
事
之
時
、
普
令
触
知
寺
僧
、
随
許
否
令
進
退
臭
、
（
同
右
）

用
例
⑬
㊨
⑮
は
、
論
理
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
経
奏
聞
之
外
」
「
及
大
事
之
外
」
「
被
免
院
勘
之
外
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
不
1

［
之
］
外
」
構
文
に
引
か
れ
て
否
定
辞
「
不
」
を
付
加
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
就
中
、
用
例
⑯
は
こ
の
構
文
が
新
た
に
否
定
辞
「
非
」

を
も
採
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
院
政
時
代
を
中
心
に
、
和
化
漢
文
所
用
の
形
式
名
詞
が
意
味
用
法
上
大
き
く

（17）

変
容
し
て
い
る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）
　
拙
稿
「
和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化
に
つ
い
て
」
鎌
倉
時
代
語
研
究
一
七
（
一
九
九
四
年
五
月
、
武
蔵
野
書
院
）
、
「
和
化
漢
文

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
に
つ
い
て
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四
〇
〇

に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
」
鎌
倉
時
代
語
研
究
一
八
（
九
五
年
八
月
）
、
「
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
」
新
大
国
語

二
二
　
（
九
六
年
三
月
）
。

宮
地
裕
「
否
定
表
現
の
問
題
－
「
で
き
な
い
前
」
と
い
う
表
現
を
中
心
に
ー
」
言
語
生
活
九
五
（
五
六
年
八
月
）
、
松
村
明
「
…
…
…
し
な
い
前
に
」
実

践
国
語
二
七
l
九
三
（
五
六
年
二
月
）
、
松
延
市
次
「
「
焼
け
る
前
」
と
「
焼
け
な
い
前
」
」
『
講
座
現
代
語
6
』
（
六
四
年
、
明
治
書
院
）
、
川
上

秦
「
焼
け
な
い
前
の
火
の
用
心
」
日
本
語
四
－
九
（
六
四
年
二
∪
二
二
月
）
、
西
谷
元
夫
「
表
現
上
の
問
題
点
二
つ
」
解
釈
一
九
－
五
（
七
三
年

五
月
）
、
永
田
友
市
「
「
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖
」
所
感
」
解
釈
二
〇
－
二
（
七
四
年
二
月
）
、
川
上
誓
作
「
「
マ
エ
こ
」
の
前
の
肯
定
と
否
定
」
大
阪
大
学

文
学
部
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
・
共
同
研
究
論
集
三
（
八
六
年
一
月
）
な
ど
。

柏
原
司
郎
「
「
焼
け
な
い
前
」
と
「
焼
け
ぬ
先
」
と
」
北
海
道
教
育
大
学
・
語
学
文
学
一
〇
（
七
二
年
三
月
）
。
こ
の
他
古
典
資
料
を
取
り
上
げ
て

述
べ
た
も
の
と
し
て
は
、
『
万
葉
集
』
の
用
例
を
検
討
し
た
濱
田
敦
「
肯
定
と
否
定
1
う
ち
と
そ
と
ー
」
国
語
学
一
（
四
八
年
二
∪
月
）
、
『
源
氏
物

さ
き

語
』
を
中
心
と
し
た
和
文
資
料
に
つ
い
て
、
詳
細
か
つ
丁
寧
に
分
析
し
た
三
宅
清
「
「
ぬ
前
」
考
－
源
氏
物
語
を
中
心
と
し
て
－
」
岡
山
大
学
教
育
学
部

研
究
集
録
八
一
（
八
九
年
七
月
）
な
ど
が
あ
る
。

例
え
ば
、
文
永
三
年
（
一
二
七
五
）
の
書
写
識
語
を
持
つ
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
華
厳
経
伝
記
』
全
五
巻
に
は
、
単
字
に
て
「
サ
キ
」
も
し
く
は

「
マ
ヘ
」
と
訓
ま
れ
る
「
前
」
字
が
三
二
例
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
二
三
例
に
全
訓
付
訓
・
部
分
付
訓
（
最
終
音
節
）
が
見
ら
れ
、
そ
の
訓
み

を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

エ
イ
　
　
　
　
シ
ユ
，
ブ
　
　
付
は
　
ヌ
・

〇
永
（
上
）
－
淳
　
（
平
）
前
卒
　
（
巻
五
・
九
四
行
）

ノ
ヘ
テ
カ
ウ
ヘ
ア
ユ
カ
ノ
ト
ト
二

〇
延
＝
首
　
淋
前
一
・
（
巻
四
二
二
五
二
行
）

の
如
く
に
、
「
サ
キ
」
「
マ
ヘ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
時
間
的
意
味
用
法
と
空
間
的
意
味
用
法
と
に
戟
然
と
区
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
例
の
み
時
間

的
意
味
用
法
を
表
す
「
マ
ヘ
」
が
拾
わ
れ
る
が
、

○
‰
レ
‰
ム
ト
献
禦
軒
最
前
。
（
平
声
）
（
巻
二
二
二
二
行
）

ス
ル

本
例
は
訓
合
符
は
存
し
な
い
も
の
の
、
熟
字
「
前
日
」
と
し
て
処
理
で
き
る
の
で
例
外
と
さ
れ
よ
う
。
本
資
料
に
お
い
て
所
謂
形
式
名
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
る
「
サ
キ
」
は
、
こ
こ
に
掲
げ
た
一
例
目
と
第
二
節
に
挙
例
の
用
例
①
の
二
例
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
以
外
の
「
サ
キ
」
と
「
マ
ヘ
」
は
、
総

て
一
般
名
詞
で
あ
る
。
な
お
、
既
に
上
代
資
料
よ
り
空
間
的
意
味
用
法
（
主
と
し
て
前
方
の
意
）
に
て
使
用
さ
れ
る
、
名
詞
「
サ
キ
」
が
拾
わ
れ
る



こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

（
5
）
　
稲
垣
加
奈
子
「
否
定
辞
を
伴
う
「
時
の
形
式
名
詞
」
の
国
語
史
的
研
究
」
平
成
一
〇
年
度
新
潟
大
学
教
育
学
部
提
出
卒
業
論
文
（
九
九
年
一
月
）
。

漱
石
作
品
に
お
け
る
否
定
辞
「
ナ
イ
」
を
伴
う
「
マ
エ
」
は
、
一
日
萌
治
三
六
年
発
表
の
処
女
小
説
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
二
例
使
用
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
『
草
枕
』
『
平
凡
』
『
虞
美
人
草
』
『
夢
十
夜
』
に
は
拾
わ
れ
な
く
な
り
、
再
び
『
三
四
郎
』
以
降
遺
作
の
『
明
暗
』
に
至
る

ま
で
連
続
し
て
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
同
期
の
森
鴎
外
は
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
『
雁
』
に
、
漱
石
の
影
響
を
強
く
承
け
て
い
る

と
さ
れ
る
芥
川
龍
之
介
は
『
芋
粥
』
『
杜
子
春
』
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
漱
石
以
前
の
二
葉
亭
四
迷
・
幸
田
露
伴
・

尾
崎
紅
葉
の
作
品
に
は
皆
無
で
あ
っ
た
如
く
で
あ
る
。

（
6
）
　
『
古
事
記
』
　
に
は
こ
れ
と
は
別
に
、

○
上
件
自
二
国
之
常
立
神
一
以
下
、
伊
耶
那
美
神
以
前
、
井
称
二
神
世
七
代
り
　
（
同
、
上
巻
・
五
五
行
、
類
例
は
全
七
例
）

の
如
く
、
時
間
的
意
味
用
法
で
は
な
く
、
「
以
下
」
と
の
対
で
使
用
さ
れ
る
「
以
前
」
が
看
取
さ
れ
る
。

（
7
）
　
小
林
芳
規
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
間
題
－
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
ー
」
国
語
学
一
六
（
五
四
年
三
月
）
、
拙
稿
「
院
政
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
和
化
漢

文
の
再
読
字
管
見
」
『
小
林
芳
規
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論
集
』
（
九
二
年
、
汲
古
書
院
）
に
詳
し
い
。

（
8
）
　
『
平
安
遺
文
』
の
用
例
の
抽
出
に
は
、
『
C
P
R
O
M
版
　
平
安
遺
文
』
（
九
八
年
、
東
京
堂
出
版
）
の
恩
恵
を
蒙
っ
た
。
た
だ
、
同
資
料
に
は
ス

キ
ャ
ニ
ン
グ
に
際
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
誤
字
が
存
す
る
た
め
、
用
例
は
総
て
書
籍
版
に
て
確
認
作
業
を
行
っ
て
あ
る
。
た
だ
し
、
挙
例
に
当
た
っ

て
は
便
宜
的
に
表
記
を
改
め
た
も
の
も
あ
る
。

（
9
）
　
『
平
安
遺
文
』
に
お
い
て
確
実
に
助
詞
「
ヨ
リ
」
を
読
み
添
え
る
も
の
は
、
関
係
す
る
用
例
の
中
で
は
次
の
二
例
の
み
で
あ
っ
た
。

○
然
而
偏
依
怖
申
御
威
、
可
停
止
色
色
切
物
臨
時
雑
役
、
又
従
無
仰
前
、
専
無
切
充
公
物
、
（
山
城
国
乙
訓
郡
司
解
、
長
久
四
年
八
一
〇
四
三
）
一

二
月
二
八
日
）

○
又
時
光
娘
死
事
、
件
女
不
立
神
判
星
l
剛
朝
瑚
腹
病
之
天
三
年
と
申
二
死
也
者
、
（
宇
佐
宮
公
文
所
間
注
日
記
、
大
治
五
年
八
二
三
〇
）
四
月
一

四
日
）

す
な
わ
ち
、
前
者
は
「
仰
無
キ
前
ヨ
リ
」
、
後
者
は
「
神
判
ヲ
立
テ
ザ
ル
以
前
ヨ
リ
」
の
如
く
に
訓
読
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
何
れ
も
「
前
」

「
以
前
」
の
直
後
に
「
ヨ
リ
」
が
訓
ま
れ
る
構
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
1
0
）
　
用
例
④
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
『
東
大
寺
諷
論
文
稿
』
に
お
い
て
も
「
以
前
」
と
「
以
後
」
の
対
が
認
め
ら
れ
る
。
注
（
6
）
の
如
く
、
『
古
事
記
』

に
お
い
て
は
「
以
下
」
と
の
対
が
拾
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
「
以
前
」
本
来
の
用
法
と
は
相
違
す
る
よ
う
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
否
定
辞
を
伴
わ
な
い
構
文
に
限
定
す
る
理
由
は
、
否
定
辞
を
伴
う
場
合
に
形
式
名
詞
の
直
前
に
訓
読
さ
れ
る

の
は
、
必
然
的
に
そ
の
否
定
辞
の
担
う
品
詞
に
限
ら
れ
る
し
、
仮
に
そ
の
否
定
辞
の
直
前
に
訓
読
さ
れ
る
品
詞
を
対
象
と
し
た
場
合
に
も
、
そ
の
殆

ど
が
動
詞
系
語
彙
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
日
本
語
文
に
否
定
辞
を
伴
う
「
ホ
カ
」
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
夙
に
注
（
3
）
相
原
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。
氏
は
、
「
ホ
カ
」
が

否
定
辞
を
採
る
理
由
を
「
意
外
性
の
強
調
」
（
二
八
貢
）
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
外
」
字
を
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
に
、
渠
竹
民
「
漢
語
の
意

味
変
化
に
つ
い
て
ー
「
以
外
」
を
中
心
に
ー
」
鎌
倉
時
代
語
研
究
一
九
（
九
六
年
八
月
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
熟
語
「
以
外
」
の
訓
法
・
意
味
用
法
の

変
遷
を
捉
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
形
式
名
詞
「
ホ
カ
」
、
就
中
そ
の
否
定
辞
を
伴
う
用
法
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
論
中
「
禁
止
、

否
定
表
現
と
共
起
す
る
「
以
外
」
」
（
一
六
五
頁
）
と
い
う
文
言
を
用
い
て
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
以
外
」
に
否
定
辞
を
伴
う
形
式
名
詞
的
用
法
が

存
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
以
外
」
と
否
定
表
現
と
が
同
文
中
に
使
用
さ
れ
て
、
「
○
○
以
外
に
△
△
し
て
は
い
け
な
い
」
の
よ

う
な
文
意
に
理
解
さ
れ
る
事
例
が
散
見
す
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
『
日
本
霊
異
記
』
『
観
智
院
本
注
好
選
』
に
看
取
さ
れ
た
形
式
名
詞
「
ホ
カ
」
は
こ
れ
が
総
て
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
否
定
辞
「
不
」
を
伴
う
定
型
表

現
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
尾
張
国
解
文
』
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
の
「
ホ
カ
」
は
、
次
例
の
如
く
何
れ
も
全
く
否
定
辞
を
伴
っ
て
い
な
い
。
和
化
漢

文
資
料
に
も
否
定
辞
を
伴
う
も
の
と
、
さ
に
あ
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

に

の

　

　

　

　

　

　

　

　

－

k

に

て

　

せ

り

○
而
所
責
－
取
土
－
毛
供
l
給
l
正
－
物
之
外
己
以
三
l
倍
　
（
真
福
寺
本
尾
張
国
解
文
、
二
五
一
行
）

ノ

　

l

」

．

シ

　

　

ノ

リ

ノ

○
従
二
彼
馬
一
外
元
二
常
用
之
乗
物
一
（
高
山
寺
本
古
往
来
、
二
五
一
行
）

（
曇
　
正
格
漢
文
資
料
か
ら
も
形
式
名
詞
「
ホ
カ
」
が
看
取
さ
れ
る
が
、
否
定
辞
を
伴
う
用
法
は
見
当
た
ら
な
い
。

ク

セ

ハ

　

　

ヨ

リ

　

　

（

タ

ノ

）

　

　

　

（

セ

シ

）

コ

ト

　

ヲ

テ

ヲ

ー

ト

に

レ

ー

　

　

ノ

　

　

ス

ル

○
且
陳
荷
（
平
）
挑
（
平
）
巳
来
　
翻
（
去
）
⊥
互
（
待
）
　
経
論
蔭
僧
乏
外
　
君
（
平
軽
）
臣
（
平
）
賛
巌
者
二
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
、
巻
八
・

三
〇
八
行
）

ヨ

リ

　

　

　

　

転

匝

カ

ム

　

　

　

　

　

　

　

ナ

リ

〇
日
二
水
－
雪
乏
外
・
難
（
平
軽
）
－
途
（
平
）
万
数
．
（
華
厳
経
伝
記
、
巻
二
一
〇
六
行
）

『
准
南
子
』
『
孝
経
』
『
爾
雅
』
『
史
記
』
『
周
礼
』
『
春
秋
左
伝
』
『
説
苑
』
『
戦
国
策
』
『
毛
詩
』
『
文
選
』
『
祀
記
』
『
呂
氏
春
秋
』
『
論
語
』
な
ど
漢
籍



資
料
や
、
仏
典
資
料
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
か
ら
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

（
1
5
）
　
他
に
、
語
構
成
が
近
似
す
る
類
義
語
に
「
不
意
」
「
不
図
」
が
あ
る
。
以
上
四
語
の
う
ち
、
「
不
意
」
は
八
世
紀
の
『
住
吉
大
社
司
解
』
　
（
天
平
三

年
八
七
三
D
）
か
ら
拾
わ
れ
る
も
の
の
、
「
慮
外
」
は
『
造
東
寺
年
終
帳
』
　
（
応
和
三
年
八
九
六
三
）
）
か
ら
、
「
不
慮
」
は
『
藤
原
行
成
書
状
』
　
（
寛

仁
四
年
八
一
〇
二
〇
）
）
　
か
ら
、
「
不
図
」
は
『
紀
伊
国
大
俸
法
院
僧
徒
解
案
』
　
（
仁
安
三
年
八
二
六
八
）
）
　
か
ら
認
め
ら
れ
る
如
く
に
、
「
不
意
」

以
外
は
あ
ま
り
古
い
用
例
を
採
取
で
き
た
と
は
言
い
難
い
。
な
お
、
「
意
外
」
は
『
平
安
遺
文
』
に
は
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
後
世
の
用
語

の
如
く
に
思
わ
れ
る
。
「
不
慮
」
「
慮
外
」
の
み
の
調
査
で
は
あ
る
が
、
注
（
1
4
）
に
取
り
扱
っ
た
一
六
資
料
か
ら
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

正
格
漢
文
に
お
い
て
は
一
層
稀
な
用
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
『
大
漢
和
辞
典
（
修
訂
版
）
』
　
（
大
修
館
書
店
）
　
に
は
こ
の
四
語
総
て
が

載
録
さ
れ
て
お
り
、
出
典
も
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
中
国
・
日
本
と
も
に
寡
用
な
が
ら
も
実
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
判
断
し
た
。
尚
検

討
を
要
す
る
点
で
あ
る
。

（
1
6
）
　
「
不
　
－
　
［
之
］
外
」
「
不
－
－
－
外
」
構
文
は
殆
ど
が
連
用
修
飾
句
を
構
成
し
、
正
に
副
詞
的
に
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
不
慮
」
は
全
二
〇

例
中
二
例
、
「
慮
外
」
は
全
一
六
例
中
三
例
、
「
不
意
」
は
全
六
例
中
四
例
が
連
体
修
飾
句
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
不
図
」
は
、
次
例
の

宣
命
に
「
国
フ
ザ
ル
こ
」
と
訓
ま
れ
る
如
く
、
三
例
総
て
が
連
用
修
飾
句
を
構
成
し
て
い
る
。

○
去
治
承
四
年
十
二
月
爾
事
起
、
不
図
爾
自
然
爾
□
□
口
□
□
□
口
堂
舎
波
為
灰
値
利
、
仏
像
波
焼
損
多
利
、
（
石
清
水
奉
幣
宣
命
案
、
寿
永
二
年

八
一
一
八
三
）
五
月
一
七
日
、
□
部
分
は
字
数
不
明
）

（
1
7
）
　
前
掲
注
（
1
）
拙
稿
「
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
」
　
（
新
大
国
語
二
二
）
参
照
。

［
付
記
］

本
稿
は
、
一
九
九
六
年
八
月
一
二
日
開
催
の
第
二
一
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
於
比
治
山
大
学
）
、
及
び
九
九
年
八
月
一
二
日
開
催
の

第
二
四
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
於
広
島
大
学
）
　
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
そ
の
後
大
幅
に
加
除
・
訂
正
を
行
っ
て
稿
を
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
第
二
一
回
は
研
究
集
会
終
了
後
、
原
卓
志
・
田
中
雅
和
・
佐
々
木
勇
の
三
氏
よ
り
（
佐
々
木
氏
か
ら
は
そ
の
後
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
質
問
も
戴

い
た
）
、
ま
た
第
二
四
回
は
席
上
前
記
田
中
氏
か
ら
、
終
了
後
同
じ
く
原
・
佐
々
木
の
両
氏
か
ら
貴
重
な
御
意
見
・
御
教
示
を
賜
っ
た
。

予
定
の
紙
数
を
大
幅
に
超
過
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
や
む
な
く
か
な
り
の
論
述
・
用
例
を
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
部
分
も
あ
る
。
ま
た
、
も
と

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
う
「
サ
キ
」
　
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

四
〇
四

も
と
数
編
に
分
け
て
公
表
す
べ
き
と
こ
ろ
を
一
本
に
ま
と
め
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
、
構
成
上
繁
閑
宜
し
き
を
得
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
大
方
の
御
批
正

を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

末
筆
と
な
っ
た
が
、
七
七
年
の
第
二
回
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
は
、
今
年
度
（
第
二
四
回
）
を
以
て
閉
会
と
な
り
、
七
九

年
の
第
二
韓
か
ら
拙
論
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
は
、
今
号
（
第
二
三
輯
）
を
以
て
最
終
号
と
な
っ
た
。
万
感
の
思
い
を
込
め

て
、
学
恩
を
賜
っ
た
小
林
芳
規
先
生
を
始
め
と
し
て
、
一
方
な
ら
ぬ
御
厚
情
を
戴
い
た
諸
先
生
・
諸
学
兄
に
対
し
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
奉
る
。

（
一
九
九
九
年
一
〇
月
二
九
日
　
成
稿
）




